
昭和44 年3 月5 日

区のお知らせ

区 の お 知 ら せ第207 号( 1)

足 立 区
企 画 室
( 882) 1111

教育相談案内

□ 教育相談所( 千住旭町10- 31、千
四小内) 、毎週月・水・金曜日、午
前10時～午後4時。ちえおくれ、
性格、言語、精神問題など。
□ 分室( 梅田七丁目35- 1、梅島小
内) 、毎日、午後1時～4時。

能力開発。無料。

人 口 調 べ

( 昭和44年2 月1日現在)
世帯　165, 913
男　　279, 762
女　　266, 713
計　　546, 475

( 前 月より1, 593 人増)

申
告
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

三
月
十
五
日
ま
で
所
得
・
事
業
・
住
民
税

住
民
税
の
申
告
は
出
張
受
け
付
け

所
得
税
、
事
業
税
、
住
民
税
の
申
告

期
限
は
、
三
月
十
五
日
で
す
。
期
限
間

際
に
な
り
ま
す
と
た
い
へ
ん
混
雑
し
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
申
告
を
し
ま
せ
ん
と
、
い
ろ

い
ろ
な
特
典
(
控
除
の
取
り
扱
い
な

ど
)
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
必
ず
期
限
内
に
お
出
し

く
だ
さ
い
。

出
張
受
け
付
け
の
ご
利
用
を

住
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
は
、み
な

さ
ん
の
利
便
を
図
る
た
め
、次
の
と
お

り
担
当
職
員
が
、出
張
受
け
付
け
を
行

な
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◎
三
月
十
一
日
・
十
二
日
=
第
一
・
二

・
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
九
・

十
出
張
所

◎
三
月
十
三
日
・
十
四
日
=
第
十
一
・

十
二
・
十
三
・
十
四
・
十
五
・
十
六
・

十
七
・
十
八
・
十
九
・
二
十
・
東
綾
瀬

出
張
所
。

受
け
付
け
時
間
は
、い
ず
れ
も
午
前

九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。あ
な
た
の

都
合
の
よ
い
出
張
所
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
。住

民
税
の
控
除
額
大
幅
に
引
き
上
げ

減
税
施
策
の
一
環
と
し
て
こ
の
ほ

ど
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、昭

和
四
十
四
年
度
分
か
ら
、次
の
よ
う
に

控
除
額
な
ど
が
引
き
上
げ
ら
れ
、か
な

り
の
減
税
と
な
り
ま
す
。カ
ッ
コ
内
は

改
正
前
の
控
除
額
。

◇
青
色
専
従
者
給
与
額
…
…
完
全
給
与

制
◇
白
色
専
従
者
控
除
額
…
…
十
五
万
円
(

十
一
万
円
)

◇
生
命
保
険
契
約
の
範
囲
…
…
国
税
に

同
じ

◇
障
害
者
・
老
年
者
・
か
婦
・
勤
労
学

生
等
の
控
除
額
…
…
七
万
円
(
六
万

円
)

◇
特
別
障
害
者
控
除
額
…
…
九
万
円
(

八
万
円
)

◇
配
偶
者
控
除
額
…
…
十
万
円
(
九
万

円
)

◇
扶
養
控
除
額
(
現
行
に
よ
る
五
万
円

該
当
者
の
み
)
…
…
六
万
円

◇
基
礎
控
除
額
…
…
十
二
万
円
(
十
一

万
円
)

く
わ
し
く
は
、
課
税
課
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

ご
ら
ん
く
だ
さ
い

不
動
産
課
税
台
帳

固
定
資
産
税
は
、毎
年
一
月
一
日
現

在
の
土
地
、家
屋
、償
却
資
産
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。特
に
土
地
の
登

録
価
格
は
昨
年
と
異
な
り
ま
す
。こ
の

納
税
通
知
書
は
四
月
十
日
ご
ろ
お
宅
に

郵
送
し
ま
す
が
、
こ
の
課
税
台
帳
を
次

の
と
お
り
お
見
せ
し
て
い
ま
す
。

期
間
―
三
月
二
十
日
(
木
)
ま
で
。

場
所
―
東
京
都
足
立
税
務
事
務
所

(
八
八
二
-
二
一
一
一
)

中学校卒業就職者激励大会
日
時
―
三
月
十
日
(
月
)
　
午

後
二
時
～
三
時
四
十
分

会
場
―
区
文
化
会
館

お
も
な
内
容
―
記
念
講
演
(
区

教
育
長
)

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

(
先
輩
と
先
生
)
　
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
(
東
京
消
防
庁
音

楽
隊
)

主
催
―
足
立
区
・
足
立
区
教
育

委
員
会

区 立 中 央 図 書 館

4 月 中旬 に 開館 の 予 定
昨
年
一
月
、建
設
費
三
億
五
千
万
円

で
着
工
し
ま
し
た
中
央
図
書
館
(
梅
田

七
丁
目
一
三
-
一
)
は
、こ
の
ほ
ど
工

事
も
ほ
と
ん
ど
完
了
し
、
四
月
中
旬
開

館
を
目
標
に
、
そ
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

お
も
な
規
模
概
要
は
、次
の
と
お
り

で
す
。建
設
規
模
―
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
三
階
(
一
部
四
階
)
建
て
。延

べ
建
て
面
積
―
三
、〇
九
九
平
方
メ
ー

ト
ル
。冷
暖
房
完
備
。

一
階
―
児
童
(
母
親
コ
ー
ナ
ー
付
き
)

・
中
学
生
閲
覧
室
、郷
土
資
料
室
、フ

ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
室
。

二
階
―
一
般
閲
覧
室
、展
示
室
、レ

フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
(
図
書
・
資
料
相

談
応
答
)
。

三
階
―
高
校
・
大
学
生
閲
覧
室
、特

別
研
究
室
、
視
聴
覚
ホ
ー
ル
、
レ
コ
ー

ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
室
、会
議
室
な
ど
。

こ
の
中
央
図
書
館
が
開
館
し
ま
す
と

梅
島
図
書
館
は
、閉
館
さ
れ
ま
す
。な

お
、梅
島
図
書
館
で
の
図
書
の
貸
し
出

し
は
、す
で
に
中
止
し
て
い
ま
す
が
、

読
書
室
は
、三
月
三
十
一
日
ま
で
提
供

し
て
い
ま
す
。

◇
　

◇
　

◇

中
央
図
書
館
の
開
館
日
な
ど
、
く
わ

し
い
こ
と
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

貸
出
し
休
止

現
在
、
千
住
図
書
館
に
あ
り
ま
す
フ

ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
中
央
図
書

館
に
移
す
た
め
、
三
月
一
日
か
ら
中
央

図
書
館
開
館
日
ま
で
、
貸
し
出
し
を
休

止
し
ま
す
。
開
館
の
節
に
は
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☆
　

☆
　

☆

区
立
で
最
も
古
い

梅
島
図
書
館

長
い
間
、
区
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し

ま
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
区
立
梅
島
図
書

館
は
、
中
央
図
書
館
の
完
成
に
よ
り
、

発
展
的
に
閉
館
し
ま
す

。

戦
後
、み
ん
な
が
文
化
の
香
り
に
飢

え
て
い
た
時
代
、故
中
野
智
厳
さ
ん
か

ら
土
地
の
寄
贈
を
受
け
、さ
ら
に
、区
内

の
婦
人
会
が
中
心
と
な
り
、図
書
の
献

本
や
五
円
・
十
円
の
献
金
運
動
を
広
め

て
、昭
和
二
十
五
年
九
月
二
十
六
日
に

開
館
し
ま
し
た
。こ
の
と
き
、都
立
日

比
谷
図
書
館
か
ら
も
五
千
五
百
余
冊
に

も
及
ぶ
図
書
の
寄
贈
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、区
民
の

み
な
さ
ん
の
お
力
で
で
き
た
梅
島
図

書
館
は
、十
九
年
余
り
の
歴
史
を
も
っ

て
、
そ
の
使
命
を
中
央
図
書
館
に
ゆ
ず

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

名
前
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い

三
月
八
日
～
十
四
日
　

三
月
調
製
の
選
挙
人
名
簿

区
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、三
月
一

日
現
在
で
、
新
し
く
選
挙
権
を
得
た
か

た
な
ど
を
対
象
に
し
た
、
選
挙
人
名
簿

を
調
整
し
ま
し
た
。

選
挙
の
際
、
投
票
す
る
に
は
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。特
に
こ
と
し
は
、都
議
会
議
員

選
挙
が
予
定
さ
れ
、
衆
議
院
の
解
散

も
新
聞
等
で
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す

。

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
の
お
名
前
を
ぜ

ひ
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〔名
簿
が
見
ら
れ
る
期
間
〕―
―
三
月

八
日
(
土
)
～
十
四
日
(
金
)

〔場
所
〕―
―
区
選
挙
管
理
委
員
会
(

区
役
所
本
庁
舎
三
階
)
、ま
た
は
み
な
さ

ん
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
管
轄
し
て
い

る
区
役
所
出
張
所

〔時
間
〕―
―
毎
日
午
前
八
時
三
十
分

～
午
後
五
時
。
た
だ
し
、
出
張
所
で
は

土
曜
日
は
正
午
ま
で
、
日
曜
日
は
休
み

で
す
。農

業
委
員
会

委
員
の
名
簿
も
…
…

区
農
業
委
員
会
委
員
名
簿
の
縦
覧
も

次
の
と
お
り
行
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

関
係
者
の
か
た
は
、
お
確
か
め
く
だ
さ

い
。

〔登
録
さ
れ
て
い
る
人
〕―
―
昨
年
、

農
業
に
従
事
し
て
い
た
か
た
で
、
昭
和

四
十
四
年
一
月
一
日
現
在
で
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
録
の
申
請
書
を

出
し
た
か
た
。

〔名
簿
が
見
ら
れ
る
期
間
〕―
―
三
月

九
日
ま
で
、毎
日
午
前
八
時
三
十
分
～

午
後
五
時

〔場
所
〕―
―
区
選
挙
管
理
委
員
会

人
事
短
信

去
る
二
月
四
日
付
で
、次
の
か
た
が

区
の
役
職
員
と
し
て
発
令
さ
れ
ま
し
た
。(

カ
ッ
コ
内
は
前
歴
・
役
職
)

□
助
役
=
長
谷
川
久
勇
(
区
収
入
役
)

□
収
入
役
=
駒
崎
福
太
郎
(
区
総
務
部

長
)

□
教
育
委
員
会
委
員
=
長
田
文
夫
(
区

助
役
)

□
監
査
委
員
=
相
〓
善
右
衛
門
(
会
社

役
員
)

区
役
所
人
事
異
動

(二
月
十
五
日
付
)

〔
部
長
級
〕

□
総
務
部
長
=
椎
名
彦
安
(
区
教
育
委

員
会
事
務
局
庶
務
課
長
)

〔
課
長
級
〕

□
区
民
部
区
民
課
長
=
持
木
照
彦
(
東

部
福
祉
事
務
所
長
)

◇
東
部
福
祉
事
務
所
長
=
八
木
幸
男
(

厚
生
部
管
理
課
管
理
係
長
)

□
教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課
長
=
金

田
輝
美
(
区
民
部
区
民
課
長
)

急
停
車
さ
れ
て
も

よ
い
距
離
　
よ
い
速
度

親
が
ま
ず
手
本
を
示
そ
う

正
し
い
横
断

住
民
登
録
を
し
な
い
と

選
挙
権
が
な
く
な
り
ま
す

昨
年
十
一
月
、一
部
の
条
文
適
用
を

除
い
て
施
行
さ
れ
ま
し
た
「住
民
基
本

台
帳
法
」が
、こ
の
四
月
一
日
か
ら
完

全
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
実
施
に
よ
り
、特
に
選
挙
権
に

つ
い
て
は
重
要
な
変
更
が
あ
り
ま
す
の

で
、
次
の
点
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。す

な
わ
ち
、こ
れ
ま
で
は
、住
民
登

録
や
選
挙
人
名
簿
の
登
録
が
、別
々
に

行
な
わ
れ
て
い
た
た
め
、
住
民
登
録
が

な
く
て
も
、
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
が

あ
れ
ば
、選
挙
の
と
き
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、今
回
の
改

正
で
住
民
登
録
(
住
民
基
本
台
帳
へ
の

登
載
)
の
な
い
か
た
は
、選
挙
の
と
き

に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
こ
の
点
、
選
挙
の
と
き
あ
わ
て
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
住
民
登
録
の
な
い

か
た
は
、
今
す
ぐ
登
録
の
手
続
き
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
住
民
登
録
が
さ
れ

ま
す
と
選
挙
人
名
簿
に
は
、
自
動
的
に

登
載
さ
れ
ま
す
。

趣
味
の
教
室

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
よ
う
な
趣
味
と
実
益
を

か
ね
た
「
教
室
」
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
、
直
接
セ
ン
タ
ー
の
事
業
係
へ
。(
月
曜
日
は

休
み
で
す
)

電
話
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

体
操
教
室
<
若
さ
と
健
康
>
=
日
時
/
三
月
十
三
日
(
木
)
/

午
後
十
時
、
講
師
/
木
下
静
子
氏
、(
運
動
靴
、
体
操
の
で
き

る
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
)

工
芸
教
室
<
七
宝
焼
>
=
日
時
/
三
月
十
三
日
(
木
)
/
午
後
一

時
三
十
分
、講
師
/
勝
俣
真
江
氏
　
(
材
料
費
/
三
五
〇
円
～

七
五
〇
円
)

生
花
教
室
<
古
流
>
=
日
時
/
三
月
十
四
日
(
金
)
/
午
前
十
時
　

講
師
/
岩
佐
マ
チ
氏
　
(

材
料
費
/
二
〇
〇
円
)

料
理
教
室
<
中
国
料
理
>
=
日
時
/
三
月
十
九
日
(
水
)
/
午

後
一
時
三
十
分
　
講
師
/
増
田
幸
永
氏

折
り
紙
教
室
=
日
時
/
三
月
九
日
(
日
)
/

午
後
一
時
一
三

分
　

講
師
/
河
合
豊
彰
氏

陶
芸
教
室
=
日
時
/
三
月
十
六
日
(
日
)
/

午
後
一
時
三
十
分
　

講
師
/
志
良
以
巌
氏
　
(

材
料
費
五
〇
円
)

絵
画
教
室
<
油
絵
>
=
三
月
八
日
(
土
)
・
十
五
日
(
土
)
/
午

後
一
時
三
十
分
　
講
師
/
沖
浦
卓
夫
氏

ペ
ン
習
字
教
室
<
第
三
期
>
=
日
時
/
毎
週
水
曜
日
/
午
前
十
時
　

講
師
/
高
木
秀
雲
氏
　
(

教
材
費
二
〇
〇
円
)

書
道
教
室
=
日
時
/
毎
週
火
曜
日
/
午
前
十
時
　
講
師
/
高
木
秀

雲
氏
　
(

教
材
費
一
か
月
一
〇
〇
円
)

ギ
タ
ー
教
室
=
日
時
/
三
月
十
五
日
(
土
)
/
午
後
二
時
　
講
師

/
金
子
幸
雄
氏

手
芸
教
室
<
ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
>
=
日
時
/
三
月
二
十
日
(
木
)

/
午
前
十
時
　
講
師
/
安
藤
洋
子
氏
　
(
古
い
セ
ー
タ
ー
、針
、

糸
、は
さ
み
、し
し
ゅ
う
糸
、材
料
費
五
〇
円
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
)
。

か
し
こ
い
消
費
者

現
代
は
、
「消
費
の
時
代
」と
い
わ
れ
、欲
し
い
も
の
は
な
ん

で
も
手
に
は
い
る
世
の
中
で
、な
に
一
つ
買
う
に
も
迷
っ
て
し
ま

う
く
ら
い
で
す
。そ
し
て
、町
に
は
、品
質
も
よ
く
、良
心
的
な

商
品
も
多
く
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、一
部
の
心
な
い
業
者
も
は
び

こ
っ
て
お
り
、誇
大
広
告
や
商
品
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ブ
ル
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
の
例
で
は
、レ
モ
ン
の
は
い
っ
て
い
な
い
「レ
モ
ン
」や
、

牛
肉
で
な
い
「牛
缶
」
、そ
し
て
忍
者
で
も
で
き
な
い
よ
う
な
「駅

か
ら
5
分
」
式
の
誇
大
不
動
産
広
告
な
ど
が
あ
り
ま
す

。

こ
の
よ
う
な
苦
い
、不
愉
快
な
経
験
を
さ
れ
た
か
た
も
多
い
で

し
ょ
う
。こ
れ
を
少
し
で
も
な
く
す
た
め
に
は
、買
手
で
あ
る
消

費
者
が
、賢
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

区
に
は
、こ
う
い
っ
た
み
な
さ
ん
の
苦
情
を
聞
い
た
り
、生
活

の
合
理
化
や
買
物
に
つ
い
て
の
ご
相
談
な
ど
に
応
じ
る
た
め
、区

役
所
内
に
「消
費
者
相
談
室
」が
設
け
て
あ
り
ま
す
。

来
月
か
ら
、こ
の
相
談
室
に
持
ち
こ
ま
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
事
例

を
中
心
に
、生
き
た
消
費
生
活
の
知
恵
を
ご
紹
介
し
て
い
く
予
定

で
す
。
〔経
済
課
商
工
係
〕

区役所の電話　882- 1111　 第二庁舎886- 3165　 足立福祉事務所888- 3141　 東部福祉事務所605- 7101　 中部福祉事務所889- 1481
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三
月
十
五
日
か
ら
実
施

千
住
中
居
町
な
ど
に
住
居
表
示

変
更
通
知
を
早
く
出
し
ま
し
ょ
う

今
月
十
五
日
か
ら
、
千
住
中
居
町
・

千
住
寿
町
・
千
住
元
町
に
住
居
表
示
を

行
な
い
ま
す
。

住
居
表
示
施
行
日
以
後
は
、新
し
い

町
名
・
住
居
番
号
を
使
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
か
ら
、実
施
区
域
に
お
住
い

の
か
た
は
、親
せ
き
や
商
取
り
引
き
先

な
ど
、ご
自
分
の
通
信
防
問
に
関
係
あ

る
か
た
へ
の
ご
連
絡
を
、お
忘
れ
な
く

お
出
し
く
だ
さ
い
。連
絡
用
は
が
き
は
、

郵
便
局
の
協
力
に
よ
り
、一
世
帯
二
〇

枚
の
無
料
は
が
き
を
お
届
け
し
ま
す
。

な
お
、こ
の
は
が
き
が
足
り
な
い
か

た
は
、私
製
は
が
き
四
〇
〇
枚
ま
で
、

無
料
配
達
の
取
り
扱
い
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
は
が
き
に
つ
い
て
の
く

わ
し
い
こ
と
は
、
郵
便
局
(
本
局
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
実
施
の
面
積
(
単
位
は
い
ず
れ

も
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
は
、千
住
中

居
町
〇
・
一
三
、千
住
寿
町
〇
・
一
一
　

千
住
元
町
〇
・
二
七
、合
計
〇
・
五
一
。

現
在
の
住
居
表
示
実
施
予
定
面
積
(

市
街
地
指
定
面
積
)
は
、
三
〇
・
七
六

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
こ
れ
に
対

す
る
実
施
面
積
は
、
今
回
を
含
め
て
二

二
・
七
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、

そ
の
実
施
率
は
、
七
四
・
〇
五
パ
ー
セ

ン
ト
、
ま
た
、
区
の
総
面
積
に
対
す
る

割
合
は
、
四
二
・
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

住
所
変
更
届
を
お
忘
れ
な
く

住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
た
区
域
は
、

通
信
訪
問
な
ど
が
た
い
へ
ん
わ
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
が
、こ
れ
と
同
時
に
、

住
居
表
示
実
施
区
域
に
関
係
す
る
み
な

さ
ん
に
は
、
「住
所
変
更
届
」を
出
し

て
い
た
だ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の

提
出
先
は
、次
の
と
お
り
で
す
。(
カ
ッ
コ

内
は
持
参
す
る
も
の
…
…
(
1
)
住
居
表

示
変
更
証
明
書
、(
2
)
は
ん
こ
、(
3
)
そ

の
他
)

1
　
土
地
・
建
物
な
ど
の
登
記
物
件
所
有
者

は
―
―
所
有
者
名
義
人
な
ど
の
住
所

変
更
届
(
(
1
)
・
(
2
)
)
<
登
記
所
>
。

2
　
法
人
と
代
表
者
は
―
―
法
人
と
代
表

者
の
住
所
変
更
届
(
(
1
)
・
(
2
)
)
<
登
記
所
>

3
　
自
動
車
の
所
有
者
は
―
―
住
所
変
更

届
(
(
1
)
・
(
2
)
・
(
3
)
車
体
検
査
証
、な
お
法

人
の
場
合
は
「法
人
登
記
の
抄
本
」も

必
要
)
<
都
陸
運
事
務
所
>

4
　
自
動
車
運
転
免
許
証
保
持
者
は
―
―

住
所
・
本
籍
変
更
届
(
(
1
)
・
(
2
)
・
(
3
)
本
籍
証

明
書
/
運
転
免
許
証
/
連
転
免
許

証
記
載
事
項
変
更
届
)
<
所
管
の
警
察

署
>

5
　
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
事
業
主
は

―
―
事
業
所
の
住
所
変
更
届
(
(
1
)
・
(
2
)

)
<
社
会
保
険
事
務
所
>

6
　
外
国
人
の
か
た
は
―
―
登
録
住
所
変

更
届
(
(
3
)
登
録
証
)
<
足
立
区
役
所
戸

籍
課
>

7
　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
・
国
民

年
金
手
帳
保
持
者
は
―
―
住
所
変
更
(

そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
証
、手
帳
)
<
区
役
所
>

住
居
表
示
変
更
証
明
書
は
、住
居
表

示
課
ま
た
は
所
管
の
区
役
所
出
張
所
で

無
料
発
行
し
ま
す
。

第十六次住居表示実施区域図

働く人たちの殿堂

足 立勤労福祉会館もうす ぐ完 成

卓球や集会などができます

現
在
、
都
が
建
設
し
て
い
る
「
足
立

勤
労
福
祉
会
館
」
は
、
こ
の
四
月
に
完

成
す
る
予
定
で
、
も
う
す
ぐ
、
み
な
さ

ん
が
ご
利
用
に
な
れ
そ
う
で
す
。
場
所

は
、
中
央
本
町
一
丁
目
一
七
で
、
区
文

化
会
館
の
隣
り
で
す
。

こ
の
勤
労
福
祉
会
館
は
、働
く
人
た

ち
の
た
め
の
福
祉
施
設
で
す
。特
に
、

中
小
企
業
や
個
人
商
店
な
ど
に
働
く
人

た
ち
は
、こ
の
種
の
施
設
を
利
用
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
会
館
が
で
き
ま
す
と
、レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
文
化
活
動
を
行
な
う
の
に

た
い
へ
ん
お
役
に
た
つ
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
工
費
一
億
二
千
万
円
を
か

け
て
昨
年
の
八
月
か
ら
建
設
に
着
工
し

て
い
る
も
の
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
三
階
建
て
、
建
築
面
積
六
八
四
平

方
メ
ー
ト
ル
、
の
べ
建
て
面
積
約
二
千

平
方
メ
ー
ト
ル
。冷
暖
房
完
備
の
快
適

な
「働
く
人
の
殿
堂
」と
な
る
は
ず
で

す
。そ
し
て
、一
階
に
は
、談
話
室
・

食
堂
・
事
務
室
が
あ
り
、二
階
は
、娯

楽
室
・
卓
球
場
、お
茶
や
お
花
の
で
き

る
和
室
(
一
二
畳
半
)
二
へ
や
、講
習

会
用
な
ど
の
教
室
(
四
十
人
程
度
)
二

へ
や
、三
階
は
、二
百
程
度
収
容
で
き

る
大
会
議
室
、中
会
議
室
(
五
十
人
)
小
会
議

室
(
二
十
五
人
)
三
へ
や
、
そ

れ
に
図
書
室
が
あ
り
ま
す
。

利
用
料
金
は
、ま
だ
未
定
で
す
が
、

う
ん
と
割
安
で
ご
利
用
で
き
そ
う
で
す
。

原
則
と
し
て
、年
中
無
休
で
す
が
、正

月
の
三
が
日
は
休
館
日
。開
館
時
間
そ

の
他
く
わ
し
く
は
、開
館
し
て
か
ら
直

接
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

こ
の
足
立
勤
労
福
祉
会
館
は
、中
央

・
大
田
区
に
次
い
で
三
つ
め
の
施
設
で

す
が
、板
橋
区
に
も
同
時
に
建
設
中
で

す
。(
都
労
働
局
労
政
部
労
政
課
)

働く人のために開館が待たれる足立勤労福祉会館( 完成予想図)

新
設
保
育
園
の
園
児
募
集

小
学
校
も
三
校
誕
生

区
で
は
、急
増
し
て
い
る
保
育
人
口

に
対
し
て
、毎
年
保
育
園
づ
く
り
に
け

ん
め
い
で
す
が
、こ
の
四
月
か
ら
五
月

に
か
け
て
、
三
つ
の
保
育
園
が
開
園
し

ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
保
育
園
児
を
次
の

要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

南
保
木
間
保
育
園
(
保
木
間
町
三
八
〇

三
)
=
募
集
定
員
/
九
六
名
　
申
込
み

期
限
/
三
月
十
五
日
　
申
込
み
先
/
中

部
福
祉
事
務
所
　
開
園
予
定
/
四
月
一
日

伊
興
保
育
園
(
伊
興
町
本
町
三
五
〇
五
)

=
募
集
定
員
/
一
二
〇
名
(
う
ち
ゼ
ロ

歳
児
八
名
)
　

申
込
み
期
限
/
三
月
三

十
一
日
　
申
込
み
先
/
中
部
福
祉
事
務

所
　
開
園
予
定
/
四
月
～
五
月
中

東
綾
瀬
保
育
園
(
東
綾
瀬
二
丁
目
一
二
-

一
三
)
=
募
集
定
員
/
一
二
〇
名
(

う
ち
ゼ
ロ
歳
児
八
名
)
　
申
込
み
期
限

/
三
月
三
十
一
日
　
申
込
み
先
/
東
部

福
祉
事
務
所
　
開
園
予
定
/
四
月
～
五

月
中注

―
ゼ
ロ
歳
児
は
、生
後
八
か
月
以

上
の
授
乳
期
を
す
ぎ
た
乳
児
。

通
学
区
域
が

変
わ
り
ま
す

現
在
区
内
の
北
部
で
は
、住
宅
づ
く

り
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、人
口
が
ど
ん

ど
ん
ふ
え
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、学

校
の
新
設
や
増
設
に
追
わ
れ
て
い
ま
す

が
、こ
の
四
月
一
日
か
ら
、次
の
三
つ

の
小
学
校
が
開
校
し
ま
す
。

鹿
浜
西
小
学
校
(
鹿
浜
二
丁
目
二
四

-
一
)
=
一
四
学
級
・
四
九
五
人

東
加
平
小
学
校
(
加
平
一
丁
目
一
二
-
一

二
)
=
八
学
級
　
二
四
五
人

渕
江
第
二
小
学
校
(
西
保
木
間
四
丁

目
二
-
一
)
=
六
学
級
　
二
四
三
人

こ
の
新
し
い
学
校
に
通
学
す
る
こ
と

に
な
る
生
徒
を
お
持
ち
の
ご
父
兄
は
、

学
校
ま
た
は
区
教
育
委
員
会
か
ら
の
案

内
を
よ
く
ご
ら
ん
に
な
っ
て
、お
間
違

い
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、こ
れ
で
区
立
の
小
学
校
は
、

全
部
で
五
十
五
校
、分
校
一
校
と
な
り

ま
し
た
。

お

礼

区
の
育
英
資
金
に

と
、野
口
シ
ゲ
さ
ん

(
千
住
五
丁
目
五
三
)
か
ら
、多
額
の

ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

新
入
学
児
童
の

お
か
あ
さ
ん
へ

健
康
診
断
が
始
ま
り
ま
し
た
―
―
こ

の
四
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
の

健
康
診
断
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
就
学
通
知
書
に
も
と
づ
い
て
行
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、も
し
、こ
れ
を
受
け
取

っ
て
い
な
い
と
き
は
、
至
急
所
管
の
出

張
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

か
ら
だ
の
ぐ
あ
い
が
悪
い
児
童
の
た

め
に
―
―
耳
が
遠
い
の
で
、入
学
し
て

か
ら
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
勉
強
が
や

っ
て
ゆ
け
る
か
し
ら
…
…
。
目
が
悪
い

の
で
黒
板
の
字
が
見
え
る
か
し
ら
…
。

ち
え
の
発
達
が
お
く
れ
て
心
配
だ
…

。

こ
の
よ
う
な
、入
学
に
つ
い
て
ご
心

配
の
あ
る
ご
両
親
と
お
子
さ
ん
の
た
め

に
、区
教
育
相
談
所
で
ご
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。き
っ
と
お
役
に
立
つ

と
思
い
ま
す
(
千
寿
第
四
小
学
校
内
、

電
話
八
八
八
-
九
九
六
六
)

児
童
に
自
信
を
つ
け
さ
せ
る
教
室
―
―

耳
の
遠
い
子
、視
力
の
弱
い
子
、ち

え
お
く
れ
の
子
、は
な
し
こ
と
ば
に
治
療

を
要
す
る
子
な
ど
の
た
め
に
、そ
の

程
度
に
応
じ
て
、ひ
と
り
ひ
と
り
の
お

子
さ
ん
に
合
っ
た
教
育
を
し
ま
す
。

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
室
(
言
語
・
難

聴
)
―
千
寿
第
一
小
学
校
内
(
電
話
八

八
八
-
六
五
三
六
～
七
)

目
の
教
室
(
弱
視
)
―
五
反
野
小
学
校

内
(
電
話
八
八
九
-
九
三
〇
四
)

こ
と
ば
の
教
室
(
言
語
)
―
弥
生
小
学

校
内
(
電
話
八
八
九
-
三
五
一
六
)

ち
え
お
く
れ
の
学
級
-
区
立
小
学
校
内

一
一
か
所
、区
立
中
学
校
内
七
か
所

く
わ
し
く
は
、学
校
ま
た
は
、区
教
育

委
員
会
事
務
局
指
導
室
へ
ど
う
ぞ
。

くらしのご案内
無
料
で
資
格

が
と
れ
ま
す

無
料
で
短
期
間
に
、新
し
い
家
事

技
術
を
身
に
つ
け
、有
利
な
条

件
で
就
職
で
き
る
家
事
サ
ー
ビ
ス

補
導
生
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。申
込
み
期
限
は
三
月
八

日

ま

で

。

申
込
み
、問
い
合
わ
せ
先
は
、

公
共
職
業
安
定
所
(
足
立
職
安
八

八
二
-
一
二
八
七
)
、ま
た
は
都

家
事
サ
ー
ビ
ス
補
導
所
(
新
宿
区

戸
山
町
一
/
三
四
一
-
九
七
六
〇

・
五
七
六
〇
)
へ
ど
う
ぞ
。

技
能
士
に
な

り
た
い
か
た

労
働
省
で
は
、働
き
な
が
ら
「

技
能
士
」の
資
格
が
取
れ
る
通
信
講

座
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〔職
種
〕機
械
/
仕
上
げ
/
機
械

製
図
/
機
械
検
査
/
鋳
鉄
鋳
物
/

木
工
/
板
金
/
金
属
塗
装
/
家
具

/
建
具
/
配
管
/
洋
服
/
建
築
大

工
/
左
官
/
と
び
/
タ
イ
ル
張
り

/
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
/
建
築
塗
装
/

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
/
凸
版
印
刷
工
。

〔期
間
〕一
年

〔受
講
料
〕四
〇
〇
〇
円

〔特
典
〕二
級
技
能
検
定
の
学
科

試
験
免
除
の
資
格
が
与
え
ら
れ
ま

す
。

〔申
込
み
先
〕職
業
訓
練
大
学
校
通
信
訓

練
部
(
東
京
都
小
平
市
小

川
西
町
二
二
六
〇
/
電
話
〇
四
二
三
-

四
一
-
三
三
三
一
)

お
金
貸
し
ま
す

母
子
家
庭
を
対
象

こ
と
し
、高
校
ま
た
は
大
学
へ

進
学
を
希
望
し
、
「入
学
が
決
定

し
た
」母
子
家
庭
を
対
象
に
、次

の
よ
う
な
母
子
福
祉
資
金
を
お
貸

し
し
て
い
ま
す
。

〔貸
り
ら
れ
る
人
〕

(
1
)
母
子
家
庭
(
配
偶
者
が
い
な
く

現

在
満

二

十
歳

未

満

の
子

を

扶

養

し
て

い
る

ご
婦

人
)

(
2
)
独
立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る
保

証

人

が

一
人

い
る

こ

と

。

(
3
)
両
者
と
も
、都
内
に
引
き
続
き

六

か
月

以

上

住

ん
で

い

る
(

住

所

の

あ

る
)

こ

と

。

〔貸
り
ら
れ
る
資
金
の
種
類
〕

(
1
)
修
学
資
金
=
高
校
<
月
額
一
、

五
〇
〇
円
以
内
>
　
大
学
・
高

等
専
門
学
校
(
月
額
三
、〇
〇

〇
円

以

内
>

(
2
)
特
別
貸
付
修
学
資
金
=
高
校
<

月
額
三
、
〇
〇
〇
円
以
内
>

大
学
・
高
等
専
門
学
校
<
月
額

五
、〇
〇
〇
円
以
内
>

(
3
)
就
学
支
度
資
金
=
高
校
・
高
等

専
門
学
校
<
一
五
、〇
〇
〇
円
>

大
学
<
二
五
、〇
〇
〇
円
>

〔
返
え
す
方
法
〕

一
定
の
返
済
期
限
内
に
、
月
賦

・
半
年
賦
ま
た
は
年
賦
で
返
す

〔申
し
込
み
期
間
〕

日
曜
・
祭
日
等
を
除
く
毎
日

〔
申
し
込
み
場
所
〕

あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
区
を

所
管
し
て
い
る
福
祉
事
務
所

※
こ
の
ほ
か
、事
業
開
始
資
金
、

事
業
継
続
資
金
、技
能
習
得
資
金

修
業
資
金
、就
職
支
度
資
金
、生

活
資
金
、住
宅
資
金
、転
宅
資
金

も
、
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、福
祉
事
務
所
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

心
身
障
害
者
の

移
動
巡
回
相
談

日
時
―
―
三
月
二
十
六
日
　

午
後
一
時
～
五
時

場
所
―
―
梅
島
小
学
校

主
催
―
―
東
京
都
・
足
立
区

生
活
の
相
談

に
の
り
ま
す

身
体
障
害
者
、精
神
薄
弱
者
の

た
め
に
、生
活
や
職
業
の
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
、次
の
か
た
が
た
が

相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
。お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。(
カ
ッ
コ
内
は
、所

管
の
福
祉
事
務
所
名
)

身
体
障
害
者
相
談
員

〔足
立
〕松
井
秀
雄
(
九
一
三
-

一
三
一
五
)
、宇
田
川
民
子
(
八

八
一
-
三
二
四
一
)
、沖
本
美
代

子
(
八
八
四
-
五
九
七
八
)
　
〔

中
部
〕百
目
鬼
喜
一
(
八
八
三
-

三
七
五
四
)
、加
藤
鶴
松
(
八
八

七
-
一
六
四
五
)
　
〔東
部
〕大
関

三
男
(
八
八
三
-
四
三
二
六
)
　

相
原
忠
作
(
六
〇
二
-
一
三
九
八
)

精
神
薄
弱
者
相
談
員

〔足
立
〕荒
井
男
三
郎
(
八
八
八
-
三

五
四
一
)
、加
藤
正
夫
(
八

九
〇
-
一
四
六
一
呼
)
、
〔中
部
〕

斉
藤
芳
久
(
八
八
〇
-
〇
〇
三
五
)
　

竹
内
光
子
(
八
九
〇
-
七
八
八
九
)
〔

東
部
〕河
内
和
子
(
六
〇
五
-

六
三
九
八
呼
)
、永
井
利
一
郎
(

八
八
〇
-
三
七
二
二
)

保
健
婦
さ
ん
募
集

区
立
保
育
園
に
勤
務
す
る
保
健

婦
さ
ん
を
数
名
募
集
し
て
い
ま
す
。

保
健
婦
ま
た
は
看
護
婦
の
免
許
を

お
持
ち
の
か
た
は
、
厚
生
部
管
理

課
施
設
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。毎

月
第
三
日
曜
日
は

「家
庭
の
日
」に
し
ょ
う

甲
地
区
の
下
水
道

助
成
金
の
申
請
を

二
十
三
区
の
う
ち
、公
共
下
水
道
が

は
い
り
「甲
地
区
」(
ト
イ
レ
が

水
洗
化
で
き
る
地
域
)
と
し
て

告
示
さ
れ
た
地
域
内
の
か
た
で
、

私
道
に
下
水
道
を
共
同
で
い
れ
る

場
合
、一
定
の
条
件
に
合
っ
た
か

た
に
は
、そ
の
申
請
に
よ
り
「標

準
工
事
費
」の
半
額
ま
で
、助
成

金
が
も
ら
え
ま
す
。

助
成
金
の
申
請
期
限
は
、
「甲

地
区
」と
な
っ
て
二
年
以
内
で
す
。

し
か
し
、今
回
は
例
外
と
し
て
二

年
を
す
ぎ
た
地
域
で
も
昭
和
四
十

四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
、申
請

を
受
け
て
く
れ
ま
す
。

都
下
水
道
局
北
部
管
理
事
務
所

(
荒
川
区
荒
川
八
丁
目
二
五
/
電
話

八
〇
二
-
四
六
二
一
～
六
)
。

■ 経済モニター募集… …区内の20歳以上の女性、お申し込みは、区役所経済課へ　 ■ 出るとき、寝るとき、火の元を確かめましょう


